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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成 21 年 5 月 14 日の前期決算発表時に公表した平成 22 年 3

月期（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）業績予想を下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 

 

1. 第 2 四半期累計期間の業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日） 

【連結】            （金額の単位：百万円） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前回発表予想 （Ａ） １９８，０００ ７，３００ ８，１００ ３，６００ 75 円 50 銭

今回修正予想 （Ｂ） １９７，６３７ ８，０２４ ９，０２４ ４，８２２ 101 円 14 銭

増  減  額  （Ｂ－Ａ） △３６２ ＋７２４ ＋９２４ ＋１，２２２ － 

増  減  率   （％） △０．２％ ＋９．９％ ＋１１．４％ ＋３４．０％ － 

 

【修正理由】 

当第 2 四半期累計期間においては、雇用情勢やそれらに伴う賃金環境の悪化など、先行き

の不透明感から依然として個人消費は低迷し、生活防衛意識や節約志向の高まりを受け、業

種／業態を超えた価格競争が激しさを増すなかで、改正薬事法による販売手法の変更なども

あり既存店売上高は厳しい推移となりましたが、顧客ニーズに合った商品の展開、カウンセリン

グ体制の強化、ＰＢ商品及びインフルエンザ関連商品の拡充等により売上総利益の確保に努

めるとともに、効率かつ効果的な販促施策の実行により広告宣伝費の削減、ポイント関連費用

のコントロールなど販売費及び一般管理費の削減に努めてきました。 

これら各種の施策とともに、これまでの改善が着実に成果を上げ、営業／経常利益段階で

予想を上回る利益を確保し、当初計画しておりました特別損失等が想定を大きく下回るものと

見込まれるため業績予想数値の修正を行うものです。 

 なお、通期の業績予想数値は、今後の経営環境の不透明性を鑑み、前回発表からの変更

はありません。 

以上 


